
青
山
旭
子
師

追
悼
公
演

遊
び
を
せ
ん
と
や

第28回ふくおか県民文化祭2020　
「beyond2020プログラム」　参加事業

筑
前
琵
琶
保
存
会  

第
56
回
定
期
演
奏
会 

令和2年10月17日（土）
大濠公園能楽堂
入場料：2,500円（来場者プログラム付）
チケット取扱：チケットポート 福岡パルコ店（福岡PARCO本館5階）　☎ 092-235-7223（10:00～20:30）
※マスク着用など会場の感染症対策の指示に従った対応にご協力をお願いいたします。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のための変更等について
　入場整理券の発行、座席指定をする場合があります。
　無観客開催とする場合があります。チケット購入のお客様には DVDまたは CD にて当日の模様をお届けいたします。

13:00開場/13:30開演
福岡市中央区大濠公園1-5  ☎ 092-715-2155
※県の要請により閉館の場合あり

主催：
後援： 福岡県・福岡市・福岡市教育委員会・（公財）福岡市文化芸術振興財団・福岡文化連盟
お問合わせ：☎ 070-5691-6950（筑前琵琶保存会・寺田）
 　　ホームページ h�p://chikuzenbiwahozonkai.mystrikingly.coｍ/



一
　
海
の
風
景
　

 

作
曲
＝
青
山 

旭
子

演
奏
＝
筑
前
琵
琶
保
存
会
会
員

2
0
0
1
年
「
青
山
旭
子
芸
歴
30
周
年
記
念
演
奏
会
」

の
折
に
初
演
さ
れ
た
歌
詞
を
伴
わ
な
い
器
楽
曲
と
し

て
の
作
品
。
青
山
師
が
生
ま
れ
育
っ
た
糸
島
・
二
丈

町
の
浜
辺
で
、
小
さ
な
貝
や
生
き
物
た
ち
が
寄
せ
打

つ
波
に
遊
ぶ
情
景
か
ら
曲
は
始
ま
る
。「
幼
い
こ
ろ
、

祖
母
に
抱
か
れ
て
暖
か
い
布
団
に
く
る
ま
り
な
が
ら

波
の
音
を
聴
い
て
眠
り
に
つ
い
て
い
た
。
そ
の
時
の

思
い
出
と
ふ
る
さ
と
の
海
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
」
と
、
在

り
し
日
の
青
山
師
は
作
曲
の
背
景
を
語
っ
て
い
る
。

二
　
養
老
の
滝

 

作
詞
・
作
曲
＝
嶺 

旭
蝶

演
奏
＝
鶴 

陽
満
里

美
濃
の
国
の
親
孝
行
息
子
の
話
。
懸
命
に
働
く
吾
一
で

あ
っ
た
が
、
暮
ら
し
は
貧
し
く
年
老
い
た
父
に
好
き
な

酒
を
買
っ
て
呑
ま
せ
た
い
と
い
う
願
い
も
叶
え
る
こ
と

も
で
き
ず
に
い
た
。
或
る
日
、
足
を
滑
ら
せ
て
転
げ
落

ち
た
谷
で
滝
の
水
を
口
に
す
る
と
不
思
議
な
こ
と
に
酒

で
あ
っ
た
。

三
　
食
わ
ず
女
房

 

詞
＝
昔
ば
な
し
よ
り
　
作
曲
＝
山
中 

和
子

 

演
奏
＝
山
中 

和
子

欲
張
り
が
過
ぎ
る
余
り
、
ふ
と
漏
ら
し
た
つ
ぶ
や
き

で
と
て
も
怖
い
目
に
あ
っ
た
男
の
話
。
飯
を
食
わ
な

い
女
房
は
鬼
婆
だ
っ
た
。
端
午
の
節
句
の
由
来
も
語

ら
れ
て
い
る
。

昔
話
は
難
題
を
乗
り
越
え
た
り
、
身
勝
手
な
事
を
し

て
は
な
ら
な
い
等
、
生
き
て
行
く
術
を
子
供
に
与
え
る
。

原
典
が
九
州
地
方
の
言
葉
で
は
な
い
為
、
少
し
変
え

て
い
る
。

四
　
千
曲
川
旅
情
の
う
た
　
　

 

島
崎
藤
村「
落
梅
集
」よ
り
　
作
曲
＝
青
山 

旭
子

演
奏
＝
浜
本 

青
宇

「
昨
日
ま
た
か
く
て
あ
り
け
り
…
…
」
で
始
ま
る
藤
村

の
有
名
な
詩
。
故
青
山
旭
子
師
が
宮
沢
賢
治
の
「
雨
ニ

モ
マ
ケ
ズ
」に
次
い
で
、「
詩
」に
挑
戦
し
た
曲
で
あ
る
。

詩
と
琵
琶
の
音
が
調
和
し
て
、
千
曲
川
の
流
れ
に
託

し
た
詩
人
の
想
い
を
伝
え
て
い
る
。

五
　
純
情
無
法
松 

原
作
＝
岩
下 

俊
作
　
作
詞
＝
佐
々
木 

滋
寛
　
作
曲
＝
嶺 

旭
蝶

演
奏
＝
江
田 

結
南
・
宝
満 

蝶
翼

小
倉
の
人
力
車
夫
、
富
島
松
五
郎
は
、
粗
野
で
喧
嘩
っ

早
い
の
で
「
無
法
松
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
松
五
郎
は

出
入
り
を
許
さ
れ
て
い
た
吉
岡
家
の
未
亡
人
良
子
の
こ

と
を
密
か
に
慕
っ
て
い
た
。
夏
祭
り
の
夜
、
彼
は
叶
わ

ぬ
恋
心
を
打
ち
消
そ
う
と
、
力
を
込
め
て
祇
園
太
鼓
を

打
ち
続
け
る
。
二
丁
の
筑
前
琵
琶
で
表
現
す
る
祇
園
太

鼓
が
聴
き
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

六
　
女
殺
油
地
獄
　

 

編
詞
＝
木
村 

嶺
魔
　
作
曲
＝
青
山 

旭
子

演
奏
＝
木
村 
嶺
魔

近
松
門
左
衛
門
が
享
保
６
年
（
１
７
２
１
年
）
に
書
い

た
人
形
浄
瑠
璃
の
作
品
で
あ
り
、
大
坂
の
天
満
で
実

際
に
起
こ
っ
た
殺
人
事
件
を
劇
化
し
た
も
の
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
。主
人
公
は
、油
屋
の
放
蕩
息
子
・
与
兵
衛
。

複
雑
な
家
庭
環
境
か
ら
親
兄
弟
に
反
発
し
、
ぐ
れ
て

道
を
踏
み
外
し
て
し
ま
っ
た
男
の
行
き
つ
く
先
は
、

金
目
当
て
の
衝
動
的
な
強
盗
殺
人
で
あ
っ
た
。

七
　
遊
び
戯
れ
今
様
の
道

 

作
詞
＝
柳 

弥
生
　
作
曲
＝
尾
方 

蝶
嘉

演
奏
＝
柳 

弥
生

声
技
の
悲
し
き
こ
と
は
、
我
が
身
崩
れ
ぬ
る
後
、
留

ま
る
事
無
き
な
り

後
白
河
法
皇
の
梁
塵
秘
抄
の
こ
と
ば
に
、
故
青
山
旭

子
先
生
の
こ
と
が
偲
ば
れ
ま
す
。
先
生
が
大
事
に
さ

れ
て
い
た
の
は
、
新
し
い
も
の
を
作
る
こ
と
、
聴
き

手
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
、
時
に
は
笑
い
も
…
…

「
今
度
の
新
曲
、
よ
か
で
し
ょ
う
が
？
」

八
　
黒
田
武
士

 

作
詞
＝
平
田
汲
月「
藤
巴
」よ
り
抜
粋
　
作
曲
＝
嶺 

旭
蝶

演
奏
＝
髙
倉 

青
香

黒
田
二
十
五
騎
の
一
人
母
里
太
兵
衛
友
信
は
、
使
者

と
し
て
向
か
っ
た
福
島
正
則
の
屋
敷
に
て
酒
を
呑
む

よ
う
に
強
い
ら
れ
る
。「
褒
美
は
望
み
の
も
の
を
何
で

も
与
え
る
」
の
約
束
の
も
と
大
杯
の
酒
を
受
け
、
見
事

に
呑
み
干
し
、
名
槍
「
日
本
号
」
を
持
ち
帰
る
。
福
岡

県
民
謡
「
黒
田
節
」
で
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

九
　
風
林
火
山
　

 

作
詞
＝
辻 

有
水
　
作
曲
＝
嶺 

旭
蝶

演
奏
＝
柳 

嶺
鳳

群
雄
割
拠
の
1
5
0
0
年
代
、
日
本
。
甲
斐
国
の
武

田
信
玄
と
越
後
国
の
上
杉
謙
信
と
の
北
信
濃
の
覇
権

を
め
ぐ
る
数
次
の
戦
は
「
川
中
島
の
戦
い
」
と
呼
ば
れ

る
。
両
軍
の
多
様
な
人
物
の
魅
力
あ
る
相
関
、
戦
術

の
巧
み
さ
、
わ
け
て
も
信
玄
と
謙
信
・
こ
の
両
雄
の

人
物
像
の
対
比
な
ど
に
よ
り
、
戦
国
の
合
戦
史
の
中

で
も
ひ
と
き
わ
際
立
つ
物
語
と
し
て
、
今
な
お
そ
の

力
強
い
魅
力
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。

十
　
桶
狭
間
の
戦
い

 

作
詞
・
作
曲
＝
寺
田 

蝶
美

演
奏
＝
寺
田 

蝶
美

大
軍
を
率
い
て
駿
河
よ
り
今
川
義
元
が
尾
張
へ
攻
め
込

ん
で
き
た
。
数
で
敵
わ
な
い
織
田
軍
は
苦
戦
必
至
と
み

ら
れ
て
い
た
中
、
信
長
は
わ
ず
か
な
兵
を
連
れ
出
陣
す

る
。
折
し
も
桶
狭
間
は
雨
模
様
と
な
り
油
断
し
て
い
た

今
川
軍
の
本
陣
に
奇
襲
を
か
け
た
織
田
軍
は
義
元
を
討

ち
取
り
勝
利
す
る
。

十
一
　
静

 

作
詞
＝
矢
野 

信
保
　
作
曲
＝
尾
方 

蝶
嘉

演
奏
＝
尾
方 

蝶
嘉

時
は
文
治
。
兄
・
源
頼
朝
に
追
わ
れ
る
身
と
な
っ
た

義
経
は
、
最
愛
の
白
拍
子
・
静
を
伴
い
落
ち
行
く
も

大
和
国
吉
野
山
中
に
て
別
れ
る
。
捕
ら
え
ら
れ
鎌
倉

の
頼
朝
の
も
と
に
送
ら
れ
た
静
は
、
命
に
よ
り
鶴
ヶ

岡
八
幡
社
前
に
て
頼
朝
は
じ
め
敵
の
居
並
ぶ
中
、
舞

う
こ
と
と
な
る
。「
誠
に
こ
れ
社
壇
の
壮
観
、
梁
塵
ほ

と
ん
ど
動
く
べ
し
、
上
下
み
な
興
感
を
催
す
」
と
絶
賛

さ
れ
る
も
、
も
は
や
還
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
人
を
想
い
、
謳

い
舞
う
静
の
そ
の
姿
は
、
美
し
く
も
落
涙
に
た
え
な
い
。

〜
フ
ィ
ナ
ー
レ
〜

十
二
　
令
和
春
風
桜
暦

　
　 

「
元
禄
花
見
踊
り
」「
弥
栄
博
多
」

演
奏
＝
筑
前
琵
琶
保
存
会
会
員
・
福
岡
教
育
大
学
学
生

未
曾
有
の
社
会
情
勢
と
な
っ
た
令
和
二
年
の
春
、
開

催
が
叶
わ
な
か
っ
た
「
桜
ま
つ
り
」
や
「
博
多
ど
ん
た

く
」
に
思
い
を
馳
せ
、
事
態
の
収
束
を
祈
り
演
奏
す
る
。

「
弥
栄
博
多
」
は
博
多
ど
ん
た
く
の
折
に
筑
前
琵
琶
保

存
会
ど
ん
た
く
隊
が
福
博
の
繁
栄
を
願
い
な
が
ら
演

奏
し
て
い
る
楽
曲
で
あ
る
。

司
会
＝
田
中
恵
理
　
舞
台
進
行
＝
合
同
会
社
ぺ
リ
プ
ロ
ク
ス

第
一
部

第
二
部

こ
ゑ
わ
ざ

か
く

琵
琶
の
音
色
に
祈
り
を
込
め
て
│
│
令
和
元
年
11
月 

筑
前
琵
琶
保
存
会
第
二
代
会
主
青
山
旭
子
師
が
急
逝
い
た
し
ま
し
た
。


